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襲撃されたブネイ・メナシェ族への支援
２７００年以上前に、アッシリア帝国は、イス
ラエルの１２部族のうちの１０部族を追放し
ました。国々に散らされた彼らは、平和に過ご
せる場所を求めて行きました。その一つの部
族は、メナシェ族です。

２７００年以上前に、アッシリア帝国は、イス
ラエルの１２部族のうちの１０部族を追放し
ました。国々に散らされた彼らは、平和に過ご
せる場所を求めて行きました。その一つの部
族は、メナシェ族です。

メナシェ族は中央アジアと極東アジアを何世
紀もの間放浪して、最後にミャンマーとバング
ラデッシュの国境近くにある、現在はインドの
北東にある州であるマニプル州とミゾラム州
に定住しました。今日では、ブネイ・メナシェ族
には、４５００人以上のユダヤ人がこれらの
二つの州に住んでいます。

彼らのほとんどは、マニプル州内の小さくて埃
っぽい町であるチュラチャンドプルに住んで
います。そこには、ブネイ・メナシェ評議会の本
部があります。シャベイ・イスラエルの団体が、
そこに吸収センターを配置して、アリヤーのた
めの準備や便宜を図っています。

何世代にも渡って放浪し、イスラエルから離れ
ていたにもかかわらず、ブネイ・メナシェは決
して自分たちが誰なのかを忘れてはいません
でした。また、自分たちが住んでいる民族やコ
ミュニティーの中にあっても、アイデンディテ

ィーを失ってはいなかったのです。彼らはユダ
ヤ教を信じ、安息日や食物規定を守り、ユダヤ
教の祭りを祝い、心の深い部分で、いつの日か
愛するイスラエルの地へ戻ることを願い続け
てきたのです。

２０１３年以来、エベネゼル出エジプト作戦
は、シャベイ・イスラエルとともに協力して、ブ
ネイ・メナシェ族の人々がイスラエルの地へ帰
還する支援をしてきました。ブネイ・メナシェ
のアリヤーは、神様の忠実さの最も偉大な働
きの一つと言えるでしょう。神様は、預言者ネ
ヘミヤを通して語られました。「・・・たとえ、あ
なたがたのうちの散らされた者が天の果てに
いても、わたしは彼らをそこから集め、わたし
の名を住まわせるためにわたしが選んだ場所
に連れて来る。』（ネヘミヤ書１章９節）

今年の５月の初めに、マニプル州に住むクキ
族とメイテイ族との間に民族紛争が、前触れ
もなしに起こりました。５月３日に民族団結の
行進がありました。それは、メイテイ族が支配
する州政府が、クキ族とナガ族から土地所有
権を奪う計画に対する反対行動でした。一旦
彼らの家が州政府の権威下に置かれるように
なると、メイテイ族が丘にあるクキ族の家を支
配することができるようになるのです。クキ族
の平和的な行進の中で、彼らはメイテイ族に
激しく攻撃を受けました。なぜなら、彼らの大
部分がその地域の中央の丘に住んでいたから
です。

写真：　この会堂のメンバ
ーのみなさんは、遠方から
支援に行った私たちにと
ても感謝していました。

エイブ・ウーメン
Abe・Oommen

インド
国際理事

イ ン ド
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襲撃されたブネイ・メナシェ族への支援
６月１日に私たちはミゾラム州の州都アイザ
ウルに行きました。そして、そこでブネイ・メナ
シェ族のコミュニティーリーダーに会うことが
できました。会長のエレミヤと書記長のアズリ
エルは、私たちを歓迎してくださり、状況を説
明してくださいました。私たちはまた、マニプ
ル州から逃げてきて、アイザウルの会堂の敷
地に避難生活をしている家族とも話すことが
できました。彼らにとって、私たちの訪問は大
きな励ましとなったようです。また、インドの
南部にいるクリスチャンが遠くから彼らを支
援に来たことにもとても感動しているようでし
た。

神様にすべての栄光と賛美をおささげしま
す。神様は、インドだけでなく世界中のエベネ
ゼル支援者を、ご自身の手として足として用い
てくださっています。神様は御使いの軍勢を遣
わしてくださり、困窮した地域にいる人々に食
料を運ぶ人々を守ってくださっているのです。

１００人以上のクキ族の人々が殺され、負傷
者も多く出ました。多くの家々が攻撃を受け、
略奪されたり燃やされました。生き残った人々
は何もかも残して逃げました。２０００以上
もの家が破壊されました。

ブネイ・メナシェ族の人々はクキ族なので、彼
らもまた攻撃の的でした。彼らは今も危険の
中にあります。彼らの多くは家や持ち物を失
い、彼らの会堂のほとんどが攻撃を受けまし
た。

このような恐ろしい出来事が起こっている中
で、エベネゼル出エジプト大作戦のインド支
部は、シャベイ・イスラエルから電話やメッセ
ージを受け始めました。それは、被害者たちの
ための食物や基本的な物資の支援を緊急に
要請するものでした。直ちに、私たちはミゾラ
ムにある難民キャンプにいる人々に支援物資
を運ぶ計画をたてました。そこに、マニプル州
から多くの人々が避難していたのです。ミゾラ
ムにも小さなブネイ・メナシェ族のコミュニテ
ィーがありました。

私たちは１トン分の食料を手に入れ、それら
を数日の間にミゾラムにいる１５０以上の家
族に届けました。また、９トンの食糧が、マニ
プル州にあるチュラチャンドプルのブネイ・メ
ナシャ族の会堂に届けられました。そして、５
５０の困窮した家族に配布されたのです。

どうか、インドのブネイ・メナシェ
族の人々が守られ、アリヤーする
ことができるようにお祈りくださ
い。私たちは、彼らの大勢がもう
すぐイスラエルに到着することを
願っています。
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奇跡、記憶、そしアリヤー
７５年間の奇跡です。理解しがたいことです
が、イスラエルは数か月前に独立７５周年を
祝いました。これは本当に奇跡です。

イスラエルのユダヤ機関（イスラエル国家
が創設した団体）で仕えながら、私は、この
ような時代に生かされていることの幸いを
感謝しています。なぜなら、この時代は、三
つの中心的な概念で表される時代だからで
す。それは、奇跡、記憶、そしてアリヤーです。

イスラエル国家は、２０００年もの放浪の
後、そしてホロコーストのほんの３年後に建
てられました。ホロコーストは、ユダヤ人を全
滅させようとするものでした。この事実は、私
たちの時代において明らかに奇跡です。預言
者はこうたずねます。「国は一瞬にして生まれ
るだろうか。」（イザヤ書６６章８節）それに
対して世界中の人は、「はい、そうです。」と答
えるでしょう。

奇跡と創造は神様のみわざです。しかし多く
の働きは人々に任されています。そしてイス
ラエルのユダヤ機関はその働きを担ってい
るのです。ディビッド・ベン・グリオン、ゴルダ・
メイア、ハイム・ウェイツマンなどの過去のリ
ーダーたちが主に集中していたのは、アリヤ
ーの働きでした。

アリヤーは美しいことばです。このことばは、
上って会う、という行動を表しています。それ
は神様に近づくためです。これは昔も今も変
わらないもので、信仰の行為であり、「記憶」

という言葉から派生していることばです。記
憶は私たちの前を通り過ぎていきます。聖な
る宮の時代から、何世紀にも渡る祈り、そして
嘆きと切望、そして遂にイスラエルの奇跡が
起こって以来は、実際にも霊的にもイスラエ
ルの地へ帰還することが可能になりました。
２０００年の放浪の後、何世紀にも渡って散
らされたユダヤ人たちを支えてきた記憶があ
り、そして今は彼らの故郷であり約束の地を、
アリヤーする時に実際に見ることができるよ
うになったのです。

多くのチャレンジがあることを、私たちは知
っています。イスラエル建国後、初めの２年
は５０万人以上のユダヤ人がアリヤーして、
イスラエルの人口は２倍に増えました。当時
のチャレンジは基本的なものでした。戦争を
生き延びること、食べ物や衣服を得ること、ま
た新しいオリムのための家を提供することな
ど。私の祖父母はイランからアリヤーしまし
たが、最初の１年はテント生活をし、次の２
年は小屋で生活しました。その後になってや
っと普通の家に住むことができるようになっ
たのです。

今や３５０万人ものユダヤ人が１００か国
以上の国々から帰還し、４０以上もの言語を
話すのです。これは、気の遠くなるような働き
ではないでしょうか？しかし、聖書は明確に
私たちに伝えています。「 恐れるな。わたしが
あなたとともにいるからだ。わたしは東から
あなたの子孫を来させ、西からあなたを集め
る。」（イザヤ書４３章５－６節）

写真：上：新しいオリム
のためのウルパン（ヘブ
ライ語学校）の授業

ダニエル・モル
Danielle Mor

ユダヤ機関の
クリスチャンの友

ディレクター

イスラエル・国際
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用語解説

アリヤー(Aliyah)： 

ユダ ヤ 人 が 約 束 の
地、イスラエルに帰還
することを意 味しま
す。

ユ ダ ヤ 機 関 (Jewish 
Agency)： 

ユダヤ 人の国際的機
関。パレス チナにユ
ダヤ人の本拠を 設け
るというシオニスト の
計画の対外機関。パ
レ スチナへのユダヤ 
移民の監督，ユダヤ
系経 済組織の確立な
どに努め る。

オリム(Olim)： 

イスラエルに帰還す
るユ ダヤ人

スラエル国家が建てられた時に人々がして
いたのと同じです。行動の人になるというこ
とは、アリヤーの働きを進めていくことを意
味します。

ウクライナでの戦争が一年以上続いていま
すが、多くの悲劇、奇跡、記憶、アリヤーが起
こっています。８４歳のホロコースト生存
者であるリタは、ポーランドへの国境を渡
る時に、孤独で、混乱し怯えていました。私
たちは何千人もの難民の中から彼女を見
つけ、彼女の帰還を助けました。そして彼女
は、イスラエルで彼女の娘と孫たちに合流
することができました。私たちはこのような
働きを、献身的なボランティアたちとともに、

（その多くはエベネゼルのボランティアで
す）行いました。彼らもまた、奇跡、記憶、そ
してアリヤーを信じていたので、私たちとと
もにいたのです。

イスラエル国家が、独立７５周年を迎えた
ことを決して当然のことと思わないようにし
たいものです。クリスチャンもユダヤ人もと
もに、この国の土台について考えてみましょ
う。私たちはアリヤーの歴史的な使命を大
切にし、オリムをイスラエル社会に繋げて、
彼らがこの国を栄えさせ、この国の力とな
り、将来を担っていくことを願っております。
この働きをしながら、私たちは奇跡を認め、
記憶を保ち、アリヤーに向かって動いてい
きます。そしてこのことを、私たちの心をあ
わせ一致することを通して続けていくので
す。

私たちは、現在多くの勇気を必要としていま
す。ウクライナの戦争はまだ勢いが衰えてい
ません。ですから、人々は救助を必要としてい
ます。またこの戦争はこの地域全体に津波の
ような影響をもたらしています。２０２２年
には７４９１５人のオリムが帰還しました。
それは、この２２年間の間で最高記録です！
アリヤーをする一人一人に、優しさ、励まし、
慰めが必要です。彼らが故郷の地で新しい生
活を始め本当にそこで定住することができる
ためにです。

悲劇と困難の中で、また記憶が残る中、この
ような奇跡を認めることによって、私たちはこ
の激動の時代を生きていくための勇気を受
け取っています。

記憶というのは鍵となる概念です。実際、ユダ
ヤ教の中心的な教えでもあります。私たちは
出エジプトや安息日や試練や艱難を覚えてい
るように命じられています。そして、ただ覚え
ているだけでなく、このことを子供や、コミュ
ニティーや世界に伝えるように命じられてい
るのです。

私たちがこのようなことを覚えているように
命じられているのは、私たちが信仰を持ち、
励ましを受け、私たちの働きが何か、そして役
割は何かを知ることができるようになるため
です。ですから、私たちが、奇跡とひどい悲劇
に同時に直面しても、絶望するのではなく、む
しろ記憶を越えて行動していかなければなら
ない、と知るのです。それは、奇跡に沿って働
いていくことを意味します。それはちょうど、イ
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アリヤーの働きは、私がエベネゼルコスタリ
カ代表となり、グスタボ・アクーニャが副代表
となって、昨年１１月に私たちの国において
発足しました。その後６か月に渡り、私たちは
国中のクリスチャンの集まりを訪れ、イスラエ
ルの回復と神のユダヤ人への愛、そして、神が
ユダヤ人たちを先祖の地へ帰還するよう召し
ておられることなどについて分かち合いまし
た

私たちはコスタリカの中心的な会堂を訪れ、
またサンホセにあるイスラエル大使館に、エ
ベネゼルミニストリー代表者として訪れまし
た。エベネゼルメキシコのシルビア・カルバジ
ャル牧師と、エベネゼルグアテマラのフレディ
ー＆エステリタ・バツ牧師も同伴してください
ました。イスラエル大使館の代表の方が私た
ちを迎えてくださり、私たちの言葉にとても心
動かされていました。彼女は、私たちが世界の
多くの国々でこの働きをしていることに感謝し
てくださいました。彼女が一番感謝されてい
たのは、クリスチャンの信者がイスラエルとユ
ダヤ人のためにとりなしていると知ったことで
した。

私は今年の４月にアメリカサミット会議に参
加し、大会での教えのすべてを録音していまし
た。家に帰ってから、私は学んだことをすべて
分かち合うことに決めました。それで、イスラ
エル大使館の代表者の要請に従って、私はイ
スラエル大使館を訪問したのです。彼らは、エ

ベネゼルがオリムの家族に対してしている
支援についてもっと知りたいということでし
た。そしてその日、重要な関係が結ばれまし
た。彼女は、イスラエル大使館は、コスタリ
カに住む多くのオリムの家族を支援するた
めに、どのような協力ができるかを申し出
てくださったのです。

このことを通して、６月にアリヤーの最初の
実が結ばれました。最初の家族とのコンタ
クトは、コロンビア人のオリムを通してでし
た。彼らは、ビザとスーツケースの支援をエ
ベネゼルに求めてきました。そしてもうすぐ
イスラエルに飛び立つところでした。イスラ
エル大使館の代表者の方は、エベネゼルが
彼らを支援したことをとても喜んでおられ
ました。二つ目の家族は、すでにアリヤーし
ています。

このことは、中央アメリカにおいてアリヤー
の働きのために主がなされている祝福で
す。

コスタリカからの最
初の実

写真　右：コスタリカからの
帰還を支援した二つの家族

ウォルター・ベガ
Walter・ Vega

コスタリカコーディネーター

コスタリカ
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神様がユダヤ人への忠実さを保って下
さり、アリヤーを通してご自身の栄光を
現わしてくださり、また私たちが神様の
救いの大いなる計画の一部として招か
れているのを見ることができること、こ
れは私たちにとって大きな特権です。

「ヤコブよ、これらのことを心に留めよ。
イスラエルよ、あなたはわたしのしも
べ。わたしがあなたを形造った。あなた
は、わたし自身のしもべだ。イスラエル
よ、あなたはわたしに忘れられることが
ない。・・・天よ、喜び歌え。【主】がこれを
成し遂げられたから。地の底よ、喜び叫
べ。山々よ、喜びの歌声をあげよ。林と、
そのすべての木々も。【主】がヤコブを贖
い、イスラエルのうちに栄光を現された
からだ。」イザヤ書44章21節～23節

私達が感謝している事は、オーストリア
が、その恥ずべきひどい過去にも関わら
ず、神様の御計画の一部とされることが
許され、神様がユダヤ人を祝福するた
めに今後私たちを用いたいと願ってお
られることです。近年私たちは、神様の
忠実さを経験することができています。
そして、「【主】はエルサレムを建てイス
ラエルの散らされた者たちを集められ
る。」のを見ることができています。（詩
編147篇2節）主は10年以上に渡ってエ

オーストリアでの突破
ベネゼル出エジプト大作戦オーストリアを
支えてくださっています。私たちは、祈りに
おいても経済的な面においてもささげてく
ださる皆さまに心から感謝しています。

長年に渡る忠実な祈りを通して、主は驚く
べき方法で祈りに答えてくださっています。

2021年には、私たちはオーストリアからの
最初のアリヤーを支援することができまし
た。また、多くの教会へ扉が開かれました。
神様は南チロルを始め国の多くの地域に
おいて繋がりを与えてくださいました。ま
た、主はある牧師の心にふれてくださいま
した。彼は以前はイスラエルやアリヤーの
働きに敵意を持っていましたが、今では今
後の活動に対して支援をすることを約束し
てくれています。

チー・ホー
＆ガブリエラ・フィンク
Chi・Ho& Gabriela・Fink

祈 り

どうかお祈りください
・オーストリアのキリストのからだのために
・神様が若い世代の人々をアリヤーの働きに召してく
ださいますように

・ユダヤ人コミュニティーのために。特にウィーンのコ
ミュニティーのために
・私たちの国でより強い祈りのネットワークが建て上げ
られるように
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「なぜあなたはイスラエルに来
て、具合が悪くなるのですか？」

私たちは携帯電話のグーグル翻訳を使いなが
らゆっくりとコミュニケーションしました。でも、
クララのかわいそうな状況を理解するのは問
題ではありませんでした。

彼女は５０代の女性で離婚しています。アル
ゼンチンから単身でイスラエルに帰還しまし
た。そして今はこの状態です！たくさんの薬が
処方されてしまい、仕事もできない状態でし
た。薬代もかなりかかります。彼女はやっとイ
スラエルの生活保護を受けることができるよ
うになりましたが、それでも支給されるのは
何か月も後のことです。

絶望した状態で、彼女は南アメリカのエベネ
ゼルにコンタクトを取りました。そして彼らを
通じて、私たちから彼女へ支援できないか、

という要請が来たのです。彼女が言うには、彼
女が本当に必要だったのは、ベッドのマット
レスだったそうです。

それで、私たちは直ちに、マットレスを提供す
ることを伝えました。聞いてみると、彼女はテ
ル・アビブに住んでいて、私の息子ディビッド
と義理の娘トリの家から歩いて５分のところ
に住んでいることがわかりました。それで私は
クララに会いに行き、彼女が近くで見つけた
というマットレスを購入しました。

配達は興味深いものでした。ダブルベッドの
マットレスが、アフリカ系の移民の頭の上に
乗せられて配達されたのです。クララの建物
にはエレベーターがありました。

これで仕事が終わりました。クララの了承を得
て、彼女のために祈り、そこを出ました。私た
ちは互いに出会いを喜ぶことができました。

先日ディビッドとトリの家に立ち寄りました。
トリはスペイン語を話します。支援をしたいと
いう気持ちがあるようです。クララには彼女の
電話番号も渡してあります。ですから、近いう
ちに彼女たちは連絡を取り合うかもしれませ
ん。

クララのマットレス

イスラエルに帰還したクララや、そ
の他のオリムたちのためにどうか
お祈りください。彼らがイスラエル
にしっかりと植えられますように！

写真：　マットレスの
新しい配達方法

コリン・ロス
Colin・Ross

イスラエルチーム

イスラエル


